





































ヘ 7ン スを11て十る要因を明らかにすることを第 1









































































































































低          高
仕事のストレッサー全体
図1 '仕事のス トレッサー全体」と「WLB不全感全体」
を要因とする対応のない2要因分散分析結果
つまり,「仕事のス トレッサー全体」を独立変
数,「ス トレス反応全体」を従属変数にした時 ,
「WLB不全感全体」に交互作用がみられ,ストレッ
サーからス トレス反応に至るス トレスをめぐる認
知プロセスにおいて,「WLB不全感全体」には緩
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